
歯科臨床では、齲蝕治療後や根管治療後の再感染や難治性の根尖性歯周炎に遭遇する。これらは細菌感染が原因とされていたが、近年の研

究で真菌が関与していることがわかってきた。しかし、歯のいずれの部位にどのように真菌が局在しているのかについては、十分に明らかに

されていない。失活歯の根管、齲蝕病巣やその周辺組織における真菌の分布を明らかにできれば、齲蝕治療後や根管治療後の再感染や難治性

の根尖性歯周炎の治療の一助になり得るものと期待される。 
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